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見沼たんぼくらぶのイベント 
  

         見沼塾「さいたま市の蛾類」 萩原昇先生 
室内での「見沼塾」は久々の事である。私自身も 2 度ほど担当をしたことがあるが、ここ数年間は開催され

ていない。 

本日の講師をお願いした、萩原先生は埼玉昆虫談話会の会員で、

同じメンバーの牧林先生から紹介をしていただき、実現をした

ものである。 

 埼玉昆虫談話会というのは、大変な歴史と実績のある研究者

の集まりと思われる。インターネットで拝見をすると、2000

年 12 月より本年 9 月までの発表記録が紹介されている。 

今回のテーマ「さいたま市の蛾類」は、萩原先生の最も新しい

研究報告となっており、私たちは先生のオリジナルを聞くこと

ができるという幸運に恵まれたことになる。 

 会場となった、浦和コミニティーセンターは集会室だけでも

大小 15 もあるがこの日は３カ月前にすでに予約で満室になって

いた。何とか５本のくじを引いてどうにか１本だけが当たりであ

った。 

 講座開始の午後 2 時には、45 名収容の会場もほどよい参加者で

うまり、午後 3 時半までの時間が非常に短く感じられた。 

30 枚にも及ぶスライドとカラー刷り 2 枚の配布資料は大変わか

りやすく、動画もご自身が撮影した画像を使っており、参加者に

感動を与えるものが多かった。 

最近ではパワーポイントを使ったプレゼンなどは珍しくもなくな

っているが、とかくよく画面いっぱいに隙間なく文字を入れ、ほ

とんど文書も読み切れないようなスライドがよく見られるが、長たらしい文書などは配布資料として使うよう

にしてほしいものである。 

 参加者の中に、自分が作った「天蚕の繭」を標本にして会場に持ってきた方があり、先生は「〇〇さんが作

られたものです」と丁寧に紹介をされた。わずか数分前に初めてあった人なのに、名前を忘れずに参加者に伝

えられたということに先生の人柄がよく出ていた。指導者たるものは見習う必要があるだろう。 

本日の配布資料から少し紹介をさせていただくと、1950 年から 2020 年までに、「さいたま市史」で発表さ

れたガ類は 46 科 1129 種であったという。また埼玉県が 2018 年に指定した絶滅危惧の蛾類は情報不足も含め

て県全体で 24 種、さいたま市内で 14 種に及んでいる。 

 普通に考えると、冬季には蛾が活動をすることはないと思われるが、12 月から 3 月の間に羽化をしたり交尾

をしたり産卵までする蛾がたくさんいることを知り、私などには初耳であった。 

 今回の講座は、私たちの知らない分野の貴重なデーターを見せていただいたことと、極めて専門的な分野を

解りやすく話をしていただき大変感謝申し上げます。 (佐々木 記) 
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      第 13回 清掃ボランティアが行われました 

令和４年１１月３日、文化の日に、見沼たんぼくらぶ清掃ボランティア活動が行われました。今年は９月、

１０月と雨が多く不順な天候が続いていましたが、当日は晴天に恵まれ、気温も上昇。汗ばむほどの小春日和

になりました。文化の日は、全国的に晴れの特異日なのだそうです。 

 集合時刻の午前９時には、受付場所となる見沼グリーンセンター正門前に２５人の皆さんが集合。北区から

参加された渡辺さんは「８０を過ぎたので運動がてら毎年、参加を楽しみにしています」。浦和区本太にお住い

の中村さんは、浦和駅東口にある市民活動サポートセンターで当会の清掃ボランティア活動のチラシを見て、

生後７か月のお子さんとご夫婦で参加。「面白そうなイベントだなと思いました。家族で来たのは初めてなので、

終わったらリスの飼育場や芝生広場で遊んでから帰ります」と話してくれました。 

 三上会長の挨拶のあと、埼玉県土地水政策課清水主幹から「見

沼田圃は約１２６０ヘクタールあり、地球温暖化の抑制や防災機

能を有しています。江戸時代から続く広大な緑地空間を次世代に

引き継いでいきましょう」との挨拶があり、活動を開始。最初は

全員で見晴公園周辺、次に芝川沿いを鷲山橋から南に向かい、大

和田公園通りまでのＡコースと、同じく北に向かい、神明橋通り

までのＢコースの２手に分かれ、投棄されたごみの回収を行いま

した。沿道の木々もちょうど紅葉で色づき始めています。 

 最近は、昔に比べると本当に投棄ごみが少なくなりました。歩 

B コースで活動する皆さん 

道に落ちているのはタバコの吸い殻くらい。ペットボトルや空き袋などは、後ろめたい気持ちがあるせいか、

人目につきにくい道路沿いの畑の中に多く落ちている状況です。皆さんは回収作業に精を出しつつ、普段なら

気にもとめない、路傍に生えている草花の話などを、コース誘導を担当する会員の方から聞くこともできまし

た。 

皆さんに熱心に取り組んでいただいたため、解散は終了予定時

刻を３０分以上過ぎた正午ごろになってしまいました。 

 最後に、皆さんには、参加のお礼として新米２合とペットボト

ル、そして「混ぜご飯」が手渡されました。新米はＮＰＯ法人「見

沼ファーム２１」が丹精込めて作った、さいたま市産のコシヒカ

リ、混ぜご飯は、シニア・ライオンズクラブの会員の方が朝５時

起きして作ってくれたものです。なお、回収されたごみは種類ご

とにまとめられ、４５リットルのごみ袋で１７つになりました。 

本当にお疲れさまでした。                    A コースの皆さん。折り返し地点で 

 

 さて最近は、コロナ感染の拡大でいつ行動自粛が必要になるか分からないため、「県民だより」などでの広報

活動をしていません。そのせいか、参加者が減少傾向です。「みぬま通信」を読まれた会員の皆様におかれまし

ては、ぜひとも来年のご参加をお待ちしております。見沼グリーンセンターは、土呂駅から５００メートルほ

どの近距離にあり、大きな駐車場もあります。ぜひとも、ご検討をお願いいたします。 (繪野澤俊弘 記) 
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見沼ふれあいの園づくり秋野菜栽培について 

令和 4年度見沼ふれあい農園づくり 2号地（さいたま市緑区見沼・見沼氷川公園南側）の秋野菜栽培は

9 月 10 日（土）の種蒔きに始まり、9 月から 10 月の間に 3 回の除草・間引き、成長の早い作物の収穫作

業を行ない 11月 12日（土）に最終収穫を迎えました。この日は天候にも恵まれて、102名（大人 65 名・

子供 37 名）と本年度最高の参加者となりました。なお、本年度の延べ参加者数は 370 名（大人 238 名・

子供 132 名）でした。第 2 回は計画日の 9 月 24 日（土）に雨が降り、翌 25 日（日）に延期となり 38 名

の参加に止まりましたが、平均参加者 74名（うち子供 26名）と大勢の参加者によって秋野菜作り作業が

遂行されたことになります。 

その内、子供の参加は 36％を占めます。 

 この収穫日の集会では、当会会長、県担当の挨拶があり、

作業要領、班編成の作業手順の説明などの後、班担当理事

の具体的指示により大根畝の収穫から作業が開始されま

した。収穫対象は大根（青首・紅）・蕪（子蕪・赤蕪）・法

蓮草・春菊であります。このうち、法蓮草及び春菊につい

ては葉もので、葉を特に大切に取り扱うことを要するため、

作業開始以前に担当理事により収穫が行われ、後は収穫物

の根切りを残すのみとなっていました。参加人数が多いこ

ともあり作業は順調に進行し、所定の集積所に丁寧に品種

別に運び出されていました。子供達は多分初めての作業と思われますが、指示された作業に従って一生懸

命に仕事をこなしていました。 

 本年度の作付け畝は 12 畝であり、品種は大根（青首・紅・二十日）・蕪（子蕪・赤蕪）・水菜・サニー

レタス・法蓮草・春菊でありました。無農薬栽培が目標ですが、残念なことに昆虫等の食害被害に見舞わ

れて、収穫はかなり制約されてしまいました。特に、第 4回作業日に行った大根の間引き、サニーレタス・

水菜の収穫は少量のため、一般参加者のみに持ち帰り頂くこととなってしまう結果となりました。第 4回

作業時での予想では、定年よりは収穫はかなり少ないのではと悲観的な考えもありましたが、その後の天

候状態や虫害の程度も減退したせいか、作付けは平年並みとまではいきませんが、かなりの程度まで回復

したように思われました。やはり農作物の収穫は最後の結果を見届けるまで判断できない難しい事業であ

ることを痛感させられました。 

全収穫後、法蓮草・春菊の根切り作業を終了した段階で、担当者の方に集積された収穫物を参加グルー

プ数に合わせて均等の山に区分して積み上げて頂きました。秋野菜栽培での 5回の作業日を皆勤された参

加グループは 7組ありました。これらの方々は別に区分された区画にある収穫物の山に、可成りの品質に

育った法蓮草が加わった山をお持ち帰り頂くよう指名させて頂きました。なお、参加グループ毎にお土産

が大宮シニアライオンズクラブから、またＮＰＯ法人ファーム２１からは「ありがとう米（本年度産）」

がありお持ち帰り頂きました。 

 作業後の集会では、本年度の作業に対するご努力に対する感謝と共に明年度もこの見沼地域の貴重な土

地での野菜栽培の体験を共にし、そこで育てた野菜を賞味する喜びを楽しんで頂けるようにしましょうと

の発言もありました。終了後、参加グループ毎に希望の山の選び持ち帰り頂きました。参加した皆様誠に

お疲れ様でございました。 （若野忠男記） 
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見沼ふれあい農園づくり（里芋・えび芋・八つ頭・しょうが栽培） 

 

４月から始まった３号地での里芋栽培も耕耘から、畝作り、マルチ張り、植え付けそして暑さの中の除
草を経て、いよいよ収穫の季節を迎えました。 
１０月２６日の試し掘りは、ここ数日続いた冷え込みから一転、快晴となり、風の冷たさと太陽の暖か

さが心地よい畑日和となりました。近くの畑ではコスモスの赤・白・ピンクの花が青空に映え、コムラサ
キの実の鮮やかな紫色も秋晴れに映えています。 
当日は男女併せて１８名の参加となりました。８時になり、会長のあいさつ、続いて作業説明の後さつ

まいものつる刈りと里芋等の収穫に分かれて作業を始めます。サツマイモはこぐま保育園の園児たちが芋
堀に来るのでそれまでにつるを取り除いておきます。さすがに真夏の勢いはありませんが雑草が畝全体を
覆っているので、まず草を刈り払います。里芋も茎や葉が元気なものもありますが半分ぐらいは枯れて草
の中で見えなくなっています。草を刈り払った中から親芋の頭を見つけて鍬を使って掘り起こしますが、
土が軟らかいので茎や芋の頭をつかめればそのまま引き抜
けます。引き抜いた親芋には子芋がたくさんついています。
畑の脇に運んで親芋と子芋を分ける作業となります。芋掘り
担当と芋分け担当に自然に別れてチームワークで作業を進
めます。ついている子芋を分ける作業は根気のいる作業です。
一つ一つ手ではがしていましたが、親芋をドンと地面にぶつ
けて勢いではがすやり方を教わり、ふたつの技を併用しまし
た。収穫の喜びも感じますが農作業には根気のいる作業がた
くさんあるなと感じます。啓和会久喜けいわ、ともに生きる
会さんごの二つの団体の方々も到着し里芋掘りに参加です。
初めての方には役員の手ほどきで収穫していきます。 
里芋の後はえび芋、八つ頭と続きます。えび芋は京野菜だそうで、里芋より一回り小ぶりです。八つ頭

は出來が今ひとつだったようで量が少ない感じです。この間に保育園のこどもたちがサツマイモ掘りに登
場、楽しそうな声が畑に響きます。サツマイモの出來は良いようで大人の腕ほどの特大サイズもたくさん
とれました。園では、大きいものは焼芋に、小さいものは芋ご飯にしたりするそうです。昔は落ち葉を集
めてその中で焼芋を焼くのがおいしかった記憶がありますが、今は煙やにおいの苦情が来るので難しいで
すね。煙やにおいも込みで焼芋の味の記憶になっていたのですが・・ 
２回の大休憩を挟んで１１時過ぎに作業は終了しました。今日の収穫は、作業に参加してくれた各団体

の方々のほか、アトリエ・ゆう、みな風子供食堂、楽しく食育クラブ、にしにこフードパントリーにお配
りし、日頃お世話になっている関係施設にも配ります。参加者にもお土産をいただいて秋らしい絶好の天
気のもと気持ちの良い汗をかきました。 
試し掘りから 20 日あまり 11 月 16 日、１６名が参加していよいよ収穫です。この間に立冬を迎え、朝

晩冷えるようになりましたが、前日の雨も上がり小春日和です。今日は、こぐま保育園の先生方、ななく
さ多機能型大谷作業所、さくら草デイセンターかりん、久美愛園てとての皆さんが参加です。茎が枯れて
草に埋もれた芋が増えたような気がしますが、掘り起こしてみると前回より一回り大きくなってまるまる
とした芋が増えたように感じます。各団体の方々も到着後それぞれ作業に参加し、少しの説明で手際よく
芋を掘っていきます。人数が揃うと一畝ぐらいはあっという間ですね。前日の雨で土の水分が多く泥がた
くさんついていて、親芋と子芋に分ける作業が少し大変です。 
途中、いつも通り 2 回の大休憩を取りました。今日の話題

の主役はカラスウウリの実でした。朱色の小ぶりの実がつる
に連なる様子は秋の風情を感じさせます。熟す前の緑の線が
入ったスイカのような模様も面白いですね。食べるにはいろ
いろ工夫がいるようですが。11 時半頃には、全部の作業が
終わりました。 
 最後に、厚澤副会長から「農作業をたくさんの皆さんと一
緒にやる機会はなかなかないので楽しい時間でした。来年も
是非参加してください」とのあいさつがあり３号地の里芋栽
培は終了となりました。改めてご協力戴いた方々にお礼を申
し上げます。  （江口 明男 記）  
 
 



―― 5 ――         みぬま通信 No.91  2022.07 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

【合併記念見沼公園】歩きたくなる沼地の木道 

当公園は「自治医大 大宮医療センター」の南側の休

耕田を整備して 2006 年 11 月に浦和市・大宮市・与野

市の 3 市合併により開設。見沼の沼と地、湿地、雑木

林などの自然に恵まれた広さ約 3.9ha の公園。木道が整

備され散策や生物（水鳥など）の観察などが出来きます。

また、広い芝生ではピクニックやスポーツを楽しめる。

昨年の 9 月には総合防災訓練・防災フェアを実施した。 

 

 

  

  

 

 

作者：石山和子 

題名：紅葉の別所沼公園 

メタセコイアもオレンジ色に輝いて明

るい日差しの快い池のほとりです。   

木陰のベンチで読書する人がいまし

た。いい時間が流れていました。 

 

【中山神社】氷川神社と氷川女体神社の中間に在る神社

中山神社は、中氷川神社と呼ばれ中川の鎮守であり毎年、

初詣客で賑わう。創建は人皇 10代崇神天皇の御代 2年（紀

元前 96 年）と伝えられる古社であり、徳川家康から社領

15 石の御朱印を賜った格式ある神社でもある。毎年 12

月に行われる鎮火祭は特に有名ですが、近年は事情によ

り中断している。裏側の旧社殿は桃山様式をもつ市内最

古の建造物として県の有形文化財となっています。 

 
【旧坂東家住宅 見沼くらしっく館】 生きている民家 

加田屋新田を開発した坂東家の旧宅をほぼそのまま同

位置に復元し 1996 年、野外博物館として開館。木造平

屋・茅葺きで建坪 87 坪。江戸時代末期の安政 4 年の建

立で式台を持つ格式の高い住宅です。季節の行事やそ

れにちなんだ展示、体験教室などを開催しており、囲

炉裏には火が入れられています。庭には柿の木がある。

その裸木の枝振りは見事です。 

 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%A6%E5%92%8C%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%AE%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8E%E9%87%8E%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8E%E9%87%8E%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D96%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D96%E5%B9%B4
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見沼たんぼの仲間たち 
 

「コロナ禍で始めたこども食堂を通じて知った地域の繋がり」 

 こども食堂から地域食堂へ 山田ちづ子 

 

コロナ禍で始めたこども食堂とフードパントリーは 3 年目を迎えました。8 割がシングルマザー。夫の DV から

逃れている人もいます。食事や食料品の提供が主ですが子育ての悩みを話すお母さんも出てきました。  

「半年前から学校に行っていない」「友達との関係がまずく学校にいけない」「勉強がついていけない」などの話も

するようになりました。  

 昨年の 1 月に「ご飯を食べていないらしい子どもがいる」言われて、あいぱれっと（さいたま市・家庭とこどもを 取

り巻く課題に総合的に取り組む支援施設）内のプレイパークの子どもたちにお弁当を配布しました。そこから「さい

まーる」（さいたまで子育て支援をしている団体の交流する会）が生まれました。一つの団体では解決できない事 

も情報交換しながら、子育て支援をして行こうというものです。児童相談所への紹介、不登校支援をしている団体

への紹介など、ひとりで抱え込まないようにこれからは様々なサポートをするところの紹介もしたいと思っています。 

 この 11 月から、児童養護施設を出て、社会的養護を必要としている若者（ユース）の食事支援をする活動や、

ひとり暮らしの高齢者の支援もすることになり、名前を「みな風地域食堂」に変えました。 

 運営資金は、ケア型こども食堂を三芳町全体に広げた三芳町社会福祉協議会の古賀和美さんのアドバイスを取

り入れ、行政や、補助金に頼らずに、「サポーター制度」を導入しました。 

 サポーター制度を始めたところ、沢山の寄付が集まりました。見ず知らずの人からの振り込み、役所で教えてもら

ったと言って名前を名乗らずに寄付を持ってくる人もいます。野菜、お菓子、缶詰なども続々と届いています。 

 子ども食堂＆フードパントリ―を始めて見て思ったこと。困っている人がいても見て見ぬふりをする人が多い世 

の中だと思っていた私は、間違いだったことに気づきました。 

 コロナ禍で始めたこども食堂は地域と繋がり、その輪は広がっています。ホントに困っていても SOS が出せない 

人がどれだけいることでしょうか？ 自分の事だと中々言えない「寄付をお願いします」「助けて下さい」というメッセ

ージを皆さんの代わりに、今日も、明日も発信していくつもりです 
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【白井助七】鉄道の町の基礎を築いた人 

鉄道開業 150 周年を機に“鉄道の町”大宮駅周辺を歩いた。大規模緑地空間（約 1160ha）である「見沼田

んぼ」を囲むようにＪＲ・東武鉄道に 10 カ所ほどの駅がある。鉄道は地域で収穫された作物や物資の運

搬に利用され地域の発展にも大きく貢献している。 

「大宮駅」は白井助七によって鉄道の町の基礎が築かれた。

白井は天保 12（1841）、大宮宿大門の生まれで家業は甘藷、

肥料問屋。明治 16 年（1883）日本鉄道（株）第一線区の上

野・熊谷間が開通した時、大宮駅はなく浦和・上尾・鴻巣・

熊谷だけ。そこで白井は有志と図って駅設置の陳情し天保

18 年に功が奏し大宮駅が開設。白

井は、駅建設に伴う必要な土地、

資材を無償提供。更に、鉄道材料工場の土地も提供した。また、鉄道会社からの

謝礼は小学校の建設基金に提供。明治 26 年、大宮町長に就いたが翌年 58 歳で他

界。大宮区役所前の山丸児童公園には、白井助七の頌徳碑が立ち、そばに蒸気機

関車 C12-29 が保存されている。高さ 3.5ｍほどの房州石の碑で正面に当時の埼玉

県知事飯沼一省の揮毫になる題字があり、裏面には白井は地方興産の先覚者であ

ること、鉄道を利用して作物の販路を開拓するなど鉄道が物資の輸送に関る功績

とその経済効果を確認している。また、大宮駅西口の鐘塚公園には白井の胸像が

あり、白井を「大宮維新の人」と題しその功績を讃えています。（落合秀行 記） 

 

小野 達二先生の思い出 

 

若野が小野達二先生に初めてお会いできたのは知人に誘われて自然観察大宮フレンドの自然観察会に参加 

したときであろう。その後、（財）日本自然保護協会の自然観察指導員講習会を受けてから、自然観察大宮フ 

レンドの会員となり、小野達二先生を含めた同会の自然観察の知識豊富な先輩の方々の指導を受けて、非常に

知識不足な自然観察指導員として先輩方の指導・助言を受けて自然観察にあたり、また、会報への原稿の提出

することになりました。 

この団体にＮＰＯ法人化の動きが出て、その時在勤中に財団・社団法人設立に携わった経験があるので、そ

の設立にかなり働いた経緯があり、平成 18 年 4 月に法人の認証を受け、ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレン

ドとなりました。 

その 2 年後の平成 20 年 4 月見沼たんぼくらぶが民間主体の運営への移行に伴い、その事務局が埼玉県から

小野達二先生の自宅に移行しました。その時点で他に人材がなかったのでしょうか、若野がこの見沼たんぼく

らぶの会員でもあったことから理事となりました。既に、自然観察会には自然観察指導員として参画していま

したが、それ以来、関連事業であるその他関連事業の清掃ボランティア・斜面林の体験学習、会報「みぬま通

信」の編集などの活動にも関与することになりました。このように知識豊富な小野達二先生の下で及ばずなが

ら拙い経験のみで、ガムシャラに後追いをしてきましたことを深く感じています。謹んでご冥福をお祈り申し

上げます。   (若野忠男 記) 

 

見沼田んぼ探訪記 （大宮維新の人） 
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見沼たんぼくらぶの会員募集 

 見沼塾 見沼たんぼの野鳥観察 

 

開催日時：2月 5日（日）9時 30分～12時 

集合場所：市民の森・見沼グリーンセンタ― 

     正門前（ＪＲ宇都宮線土呂駅東口より 

徒歩約 10分 （受付：9時より） 

観察指導：小峯 昇先生 

観察コース：市民の森。見沼グリーンセンタ― 

      ―鷲山橋―（芝川左岸沿いに下流  

      に向う）―芝川・石橋―大和田緑地公園 

芝川・境橋―大宮第三公園（みぬまの池） 

 

第 88回見沼の自然と史跡を訪ねて 

開催日時：3月 19日（日）9時 30分～12時 

集合場所：ＪＲ浦和駅東口（9時より受付） 

（路線バスにより念仏橋下車） 

観察コース：浦和くらしの博物館―芝川第一調節 

池―内野橋―見沼代用水左岸― 

        金崎斜面下―木曽呂富士塚―山口 

橋―見沼通船堀（東縁）―水神社 

       ―鈴木家住宅―見沼通船堀（西縁） 

―見沼通船堀公園―ＪＲ武蔵野線 

東浦和駅（解散） 

会員団体の主宰するイベント情報 

 

早起きバードウォッチング 

開催日時：1月 8日（日）7時～8時 30分 

2月 5日（日）及び 3月 12日(日)にも 

上記時間に下記内容で実施） 

集合場所：芝川・石橋（さいたま市立大宮体育館 

下） 申込み：当日 7時までに 

芝川低地の水環境調査 

開催日時：２月１３日（月）１０時～１２時 

集合場所：大和田緑地公園野外デスク 

第 26７回自然観察 テーマ別グループ別観察会 

開催日時：2月 19日（日）9時 30分～12時 

集合場所：大宮第二公園管理センター 

     （9時より受付） 

主催：上記事業はＮＰＯ法人自然観察さいたまフレン

ドによる 

 

 

 

 

 

見沼たんぼくらぶの入会をお勧めします！ 

見沼たんぼをもっと知りたい 

  見沼田んぼの自然にふれてみたい 

   見沼たんぼでなにかしたい 

    見沼たんぼ保全に協力したい 

  そんな皆様をお待ちしています！ 

 

◆季刊「みぬま通信」を郵送します。 

4月・7月・10月 1月発行 

◆埼玉県土地水政策課の支援を基に様々な 

体験事業を展開しています。 

 ◆「見沼ふれあい農園づくり」はスタッフが 

  耕し、種蒔きから始める手作業です。 

 ◆見沼たんぼくらぶの事業にはお子様方の参加は大

歓迎します。 

 〇自然観察ハイキング 

  自然観察指導員のガイドによって見沼たん 

  ぼの自然や史跡を巡りながら大都市近郊に 

  ある貴重な環境の中でゆったりとした機会 

  を体験しては如何でしょうか。 

 〇見沼たんぼの清掃ボランティア 

 〇斜面林の体験学習 

 〇見沼塾－見沼の自然や文化を学ぶ自然観察 

  や講座 

年会費 １口   １，０００円 

個人（同居の家族単位）  １口以上 

団体・企業          ３口以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見沼たんぼくらぶのイベント案内 


